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※ ペンネーム：めいみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どこから、こんなに人が集まったのだろう？？？ 

それくらい、大勢の老若男女で盆踊り会場が埋め尽くされ、 

笑顔があふれ、和やかな雰囲気に包まれていました。 

 ６月１３日に初の実行委員会が開催され、以降綿密な協議を 

重ねられ、様々な事前手配、前日（１２日）のやぐらの準備から、 

当日の運営、片付けまで、ごみの分別回収など、きめ細かな配 

慮をしてくださり、多くの人が集まったのにも関わらず、会場が常に美し 

く保たれ、気持ちよく、楽しく過ごすことができました。 

実行委員会の皆様、本当にお疲れ様でした。 

盆踊りを盛り上げるべく、当協議会では、伊深ごはん研究会が「枝豆」 

と「やきそば」作りを担当しました。 

また、「伊深音頭」を残していきたいと、西村朝子先生をお招きして、 

ほくぶ保育園や学童の子どもたちと一緒に踊りの練習会を開催しました。 

更に、歌の練習会は２回開催。 

延べ１９人の参加がありました。 

三味線に合わせて何度も練習し、当日は歌の 

会の名前を「ひまわり」とつけて盆 

踊り会場で「伊深音頭」を披露する 

ことができました。 

 歌や踊りに参加くださった 

多くの皆様に感謝いたします。 

来年もまた楽しみましょう！ 

※「ひまわり」メンバー募集中です。 
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報告 8月13日 5年振りに 

伊深盆踊り大会が盛大に開催されました 
実行委員会の皆様お疲れ様でした！！ 
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●９月に以下の事業を実施する予定で進める（一部協力する）ことにしました。 

・９月２１日 お月見コンサート 

・９月２４日 伊深小５年生稲刈り学習のお手伝い 

 

 

 

７月２３日から８回にわけて今年度も学童クッキング 

を実施し、学童の子ども計５６人が参加しました。 

今年度のメニューは、「梅しそおにぎり」「野菜いっ 

ぱいのおみそ汁」「かぼちゃの煮物」「野菜とベーコン 

のオーブン焼き」です。 

今年度の新たな試みとして、保護者や、地域の人に 

もクッキングのご協力をお願いしたところ、多くの人から 

参加したいという嬉しいお声をいただきました。そして、 

延べ１６人にお手伝いをいただくことができました。     

取り組みやすいメニューとは言え、刃物や火器を扱 

うことに慣れていない子どもたちが多いため、心配は尽 

きませんが、今年度は、多くの目が行き届くことで、子 

どもたちを見守る余裕が生まれたように感じました。 

ある保護者は、「普段はお手伝いをしてくれても危 

なっかしく、自分がやった方が早いから、子どもに任せ 

ておけないが、今日はじっくり付き合うことができたの 

で良かったです」と言われました。 

 とても嬉しく、楽しい時間となりました。 
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  ※ ご意見・お問い合わせもこちらまで 

今年度は保護者や地域の皆さんにもご協力いただいて、 

学童クッキングを楽しみました！ 美味しくできましたよ！ 
報告 

 
 

 

🌒と  き：９月２１日（土）１８時３０分～（開場１７時３０分） 

🌙ところ：伊深交流センター  

🌗参加費：３００円（中学生以下無料） 

🌕お月見だんごのふるまいがあります。 

 

 
予告 伊深のお月見コンサートを開催します！ 

出演は、ピアニスト・声楽家 坂
ばん

 裕美子
ゆ み こ

さん 

今後の予定 


